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K A T A S H I N A

思わず足を止めて
今年のニッコウキスゲは、例年になく見事でした。霧のなか、

至仏山を登ってきた団体は、思いもよらぬ黄色のジュウタンに、
登山の疲れを忘れ感動に浸っていました。（７／22尾瀬ヶ原にて）
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を
付
け
従
来
の
リ
ピ
ー
タ
ー
の
み
な

ら
ず
新
た
な
「
尾
瀬
の
郷
」
フ
ァ
ン

を
生
み
出
す
こ
と
に
よ
り
活
性
化
が

図
ら
れ
ま
す
。
同
時
に
特
定
農
業
者

が
地
域
を
訪
れ
る
客
と
と
も
に
、
楽

し
み
な
が
ら
農
作
業
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
双
方
と
も
心
に
ゆ
と
り
の
あ

る
日
々
が
送
れ
る
こ
と
が
想
像
さ
れ

ま
す
。

●
ど
ぶ
ろ
く
特
区
の
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

ど
ぶ
ろ
く
の
製
造
を
考
え
て
い
る

方
を
対
象
に
、
八
月
下
旬
以
降
に
片

品
村
農
業
協
同
組
合
で
説
明
会
（
酒

税
法
に
基
づ
く
酒
類
製
造
免
許
取
得

に
つ
い
て
、
食
品
衛
生
法
に
基
づ
く

酒
類
製
造
業
の
許
可
に
つ
い
て
等
）

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

五
月
九
日
付
で
申
請
し
た
、
構
造

改
革
特
別
区
域
計
画
（
第
八
回
）
の

認
定
書
授
与
式
が
七
月
十
九
日
、
憲

政
記
念
館
講
堂
で
開
催
さ
れ
、
小
泉

内
閣
総
理
大
臣
か
ら
村
長
へ
認
定
書

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

認
定
さ
れ
た
特
区
の
概
要
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
特
区
計
画
の
作
成
主
体

群
馬
県
利
根
郡
片
品
村

二
、
特
区
の
名
称

尾
瀬
の
郷
・
片
品
村
ど
ぶ
ろ
く
特
区

三
、
特
区
の
範
囲

片
品
村
の
全
域

な
お
、
特
区
内
で
実
施
で
き
る
特

片
品
村
商
工
会
青
年
部
で
は
、

「
片
品
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
ル
」
の
協

力
参
加
事
業
と
し
て
本
年
で
３
回
目

の
『
ち
び
っ
子
商
店
街
』
を
企
画
し

出
展
し
ま
し
た
。

『
ち
び
っ
子
商
店
街
』
の
具
体
的
内

容
と
し
ま
し
て
は
、
事
前
に
五
〜
六

人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
で
簡
単
な
事
業

計
画
を
つ
く
り
、
商
品
の
仕
入
れ
や

販
売
計
画
を
作
成
、
そ
の
計
画
を
も

と
に
当
日
実
際
に
第
三
者
へ
販
売
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
内
容
を

持
っ
て
し
て
も
私
た
ち
商
工
会
青
年

部
な
ら
で
は
の
企
画
と
も
い
え
ま

す
。参

加
し
た
チ
ー
ム
数
は
過
去
最
高

の
十
チ
ー
ム
、
人
数
に
し
て
五
十
三

名
の
子
供
達
が
集
ま
り
、
青
年
部
員

と
と
も
に
出
展
当
日
の
二
十
日
程
前

か
ら
週
一
回
の
準
備
会
議
に
て
試
行

錯
誤
を
重
ね
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い

の
お
店
を
出
展
し
ま
し
た
。

結
果
は
大
変
好
評
で
、
商
品
を
売

り
終
え
た
子
供
達
は
そ
の
充
実
感
と

と
も
に
、
日
常
で
は
経
験
で
き
な
い

商
売
の
大
変
さ
や
楽
し
さ
を
感
じ
て

く
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
回
参

加
し
て
く
れ
た
子
供
達
が
こ
の
経
験

を
基
に
い
ず
れ
こ
の
片
品
村
の
地
で

事
業
を
営
み
、
次
世
代
の
商
工
業
発

展
に
貢
献
し
て
く
れ
た
ら
幸
い
で

す
。ま

た
、
各
学
校
関
係
者
並
び
に
保

護
者
の
方
々
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

最
後
ま
で
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協

力
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
と
も

片
品
村
商
工
会
青
年
部
活
動
に
ご
指

導
ご
協
力
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。
（
片
品
村
商
工
会
青
年
部
）

商
工
会
青
年
部
が
ち
び
っ
子
商
店
街
を
企
画お客さまに商品と笑顔も

小泉総理大臣と記念撮影した星野村長

アイデアを出しあった準備会議

定
事
業
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ア
、
特
定
事
業
の
名
称

特
定
農
業
者
に
よ
る
濁
酒
（
ど
ぶ

ろ
く
）
の
製
造
事
業

イ
、
当
該
規
制
の
特
例
措
置
の
適
用

を
受
け
よ
う
と
す
る
者

村
内
で
、
農
業
体
験
民
宿
業
そ
の

他
酒
類
を
自
己
の
営
業
場
に
お
い
て

飲
用
に
供
す
る
業
（
旅
館
、
民
宿
、
料

理
飲
食
店
な
ど
）
を
併
せ
営
む
農
業

者
で
、
自
ら
生
産
し
た
米
を
原
料
と

し
て
濁
酒
を
製
造
し
よ
う
と
す
る
者

ウ
、
当
該
規
制
の
特
例
措
置
の
適
用

の
開
始
の
日

本
特
別
区
域
計
画
の
認
定
を
受
け

た
日
（
七
月
十
九
日
）

エ
、
特
定
事
業
の
内
容

（
１
）
事
業
に
関
与
す
る
主
体

上
記
イ
に
記
載
の
者
で
、
酒
類
製

造
免
許
を
受
け
た
者

（
２
）
事
業
が
行
わ
れ
る
区
域

片
品
村
全
域

（
３
）
事
業
の
実
施
期
間

上
記
イ
に
記
載
の
者
が
、
酒
類
の

製
造
免
許
を
受
け
た
日
以
降

（
４
）
事
業
に
よ
り
実
現
さ
れ
る
行

為
や
整
備
さ
れ
る
施
設
な
ど
の
詳
細

特
例
適
用
に
よ
り
、
特
定
農
業
者

が
酒
類
の
製
造
免
許
を
取
得
し
、
自

ら
生
産
し
た
米
等
を
原
料
と
し
た
濁

酒
を
製
造
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

り
、
手
作
り
の
酒
を
宿
泊
者
な
ど
に

提
供
す
る
こ
と
で
、
旅
の
付
加
価
値

ニ
ュ
ー
ス�

ニ
ュ
ー
ス�

郷
を
後
に
し
た
の
で
し
ょ
う
。

手
先
の
器
用
だ
っ
た
人
、
力
自
慢

だ
っ
た
人
、
兄
弟
思
い
だ
っ
た
人
‥

今
も
健
在
で
し
た
ら
多
く
の
功
績
や

思
い
出
、
子
孫
を
残
せ
た
こ
と
を
思

い
ま
す
と
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

過
去
は
元
に
は
戻
り
ま
せ
ん
が
、

私
た
ち
は
、
現
在
の
平
和
な
日
本
の

礎
と
な
り
亡
く
な
っ
て
い
っ
た
英
霊

を
偲
び
、
あ
の
惨
劇
を
二
度
と
繰
り

返
さ
ず
、
世
界
平
和
実
現
の
た
め
に

力
を
合
わ
せ
る
日
本
人
で
あ
り
つ
づ

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
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七
月
九
日
（
土
）
片
品
村
文
化
セ

ン
タ
ー
と
そ
の
周
辺
で
、「
ま
ち
む

ら
元
気
21
」（
上
毛
新
聞
社
主
催
）

と
「
第
十
三
回
宝
さ
が
し
in
片
品
ふ

れ
あ
い
バ
ザ
ー
ル
」（
エ
ン
ジ
ョ
イ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
片
品
主
催
）
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

ま
ち
む
ら
元
気
21

文
化
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
に
お
い
て

「
豊
か
な
自
然
資
源
を
生
か
し
た
村

づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
村
長
と
村
民

四
人
が
参
加
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
司
会
の
武
藤
洋

一
上
毛
新
聞
社
編
集
局
長
か
ら
は
、

自
立
の
村
を
精
一
杯
応
援
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
と
力
強
い
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
地
元
の
小
学
生
か
ら
高
校

生
ま
で
の
八
人
が
当
日
の
ふ
れ
あ
い

バ
ザ
ー
ル
の
様
子
や
村
内
の
古
道
、

特
産
物
な
ど
を
上
毛
新
聞
社
の
記
者

と
一
緒
に
取
材
す

る
「
一
日
記
者
」

を
体
験
し
た
他
、

県
内
各
地
か
ら
参

加
者
を
迎
え
て
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。な

お
、
七
月
五

日
に
は
上
毛
新
聞

に
対
す
る
意
見
や

要
望
を
語
り
合
う

「
新
聞
談
義
」
が

役
場
で
開
催
さ
れ

村
内
の
読
者
代
表

五
人
と
編
集
局
幹

部
が
意
見
交
換
を

し
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
ル

文
化
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
で
は
、
こ

ど
も
達
が
店
を
構
え
た
「
ち
び
っ
こ

商
店
街
」
や
地
元
の
特
産
物
の
紹
介

や
販
売
、
地
域
づ
く
り
団
体
に
よ
る

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
、
蕨
市
遊
友
ク
ラ

ブ
な
ど
四
十
五
店
が
出
展
し
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
板
倉
町

の
よ
さ
こ
い
板
倉
愛
好
会
の
皆
さ
ん

に
よ
る
踊
り
や
地
元
の
こ
ど
も
達
に

よ
る
ダ
ン
ス
、
尾
瀬
太
鼓
愛
好
会
の

太
鼓
演
奏
、
が
ま
の
油
売
り
の
実
演

な
ど
楽
し
い
出
し
物
が
続
き
、
会
場

の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

当
日
の
催
し
の
様
子
は
、
七
月
十

日
付
の
上
毛
新
聞
で
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
携
わ
っ
た
多
く

の
皆
様
に
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
大

変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

ま
ち
む
ら
元
気
21
と
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
ル
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

ニ
ュ
ー
ス�

ニ
ュ
ー
ス�

先
の
大
戦
の
終
わ
り
か
ら
六
十
回

目
の
夏
を
迎
え
ま
し
た
。

私
は
終
戦
の
年
の
暮
れ
に
生
ま
れ

ま
し
た
の
で
、
戦
時
中
の
体
験
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
マ
ラ
リ
ア
に
か
か
っ

て
中
国
か
ら
帰
還
し
た
父
が
、
真
夏

で
も
布
団
を
何
枚
も
掛
け
寒
そ
う
に

し
て
い
た
こ
と
が
目
に
浮
か
び
ま

す
。本

村
に
お
い
て
も
、
多
く
の
尊
い

命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
戦
没
者
名
簿

を
捲
る
と
、
書
籍
や
映
画
に
も
な
っ

た
激
戦
地
で
の
戦
い
で
、
息
を
引
き

取
っ
た
方
が
多
か
っ
た
こ
と
に
胸
が

痛
み
ま
す
。

当
時
、
国
民
は
国
や
家
族
を
思
う

気
持
ち
が
強
く
、
い
ざ
、
我
が
身
に

出
征
の
時
が
来
て
も
、
家
族
や
国
を

こ
の
手
で
、
こ
の
体
で
守
ろ
う
と
故

遠路参加してくれた蕨市遊友クラブの皆さん

ふれあいバザールの様子

パワーアップしたアップトゥデード益々盛んな片品老人会長

参加者が村や観光への思いを語ったシンポジウム

世
界
中
が
平
和
に
・
・
・
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ニ
ュ
ー
ス�

ニ
ュ
ー
ス�

平
成
十
七
年
七
月
七
日
（
木
）
第

四
回
少
年
の
主
張
「
尾
瀬
大
会
」
が

片
品
村
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

発
表
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
発
表
順
）

優
秀
賞

片
品
中
一
年
生
　
　
桑
原
　
実
里

「
障
害
」

優
秀
賞

利
根
中
一
年
生
　
　
金
子
　
有
希

「
私
に
と
っ
て
大
切
な
人
」

優
秀
賞

多
那
中
一
年
生
　
　
吉
野
　
瑠
奈

「
私
ら
し
さ
」

優
秀
賞

片
品
中
一
年
生
　
　
林
　
　
優
斗

「
将
来
の
夢
」

優
秀
賞

利
根
中
二
年
生
　
　
山
田
　
胡
桃

「
心
の
洗
濯
」

優
秀
賞

片
品
中
二
年
生
　
　
千
明
由
美
子

「
当
た
り
前
」

優
秀
賞

多
那
中
二
年
生
　
　
吉
野
　
加
菜

「
自
然
の
あ
り
方
」

優
秀
賞

片
品
中
二
年
生
　
　
高
山
　
早
季

「
温
か
い
友
達
」

優
秀
賞

利
根
中
三
年
生
　
　
千
明
　
智
美

「
夢
を
叶
え
る
た
め
に
」

優
秀
賞

片
品
中
三
年
生
　
　
金
子
　
貴
裕

「
ア
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
」

優
秀
賞

多
那
中
三
年
生
　
　
角
田
　
早
紀

「
経
験
か
ら
学
ん
だ
一
つ
の
こ
と
」

優
秀
賞

利
根
中
三
年
生
　
　
青
柳
　
和
真

「
平
和
な
日
本
の
た
め
に
」

優
秀
賞

片
品
中
三
年
生
　
　
萩
原
　
　
萌

「
す
ば
ら
し
い
言
葉
と
の
出
会
い
」

優
秀
賞

尾
瀬
高
一
年
生
　
　
今
井
　
洋
介

「
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
学
ぶ
事
」

優
秀
賞

尾
瀬
高
一
年
生
　
　
手
塚
　
　
茜

「
真
の
自
由
」

以
上
十
五
名
が
発
表
し
て
く
れ
ま

し
た
。

尚
、
八
月
三
十
日
（
火
）
少
年
の

主
張
「
利
根
沼
田
大
会
」
が
開
催
さ

れ
各
中
学
校
か
ら
一
名
が
参
加
し
ま

す
。七

月
二
日
（
土
）
片
品
中
学
校
校

庭
で
第
二
十
七
回
片
品
村
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝

片
少
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

準
優
勝

北
地
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ
チ
ー

ム
第
三
位

花
咲
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ
チ
ー
ム

花
咲
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ｂ
チ
ー
ム

審
判
部
並
び
に
選
手
・
役
員
の
皆

様
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

平
成
十
七
年
度

少
年
の
主
張
「
尾
瀬
大
会
」

ス
ポ
少
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

七
月
十
九
日
（
火
）
片
品
小
学
校

か
ら
、
社
会
福
祉
協
力
校
事
業
の
一

環
と
し
て
育
て
た
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

を
、
役
場
を
含
む
四
事
業
所
（
給
食

セ
ン
タ
ー
、
鎌
田
児
童
館
、
尾
瀬
交

番
）
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

役
場
へ
の
贈
呈
式
で
は
、
代
表
児
童

が
、
日
ご
ろ
の
感
謝
を
込
め
て
感
想

文
を
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。
プ
ラ

ン
タ
ー
は
役
場
玄
関
前
に
置
き
、
お

客
様
に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
手
入
れ
を
し
て
お
き
ま
す
。
皆
さ

ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

片
品
小
学
校
が
管
内
事
業
所
へ

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
を
寄
贈

図書室だよ
り�

『ハッピーバースデイ　命かがやく瞬間』は、児童書と
して1997年に刊行されました。子どもたちは、「ぜひ大人
に読んでほしい本」として、大人に薦めてくれました。オ
リジナル版に加筆した『ハッピーバースデイ』はより家族
の姿をクローズアップさせた作品です。
この本に出会えて良かったと思える一冊です。

＊火～金曜日午後１時～５時開室
＊■はお休みです。
＊□はみやま号巡回日です。

図書室カレンダー

『ハッピーバースデイ』 青木和雄　吉富多美 著

読んでみませんか
日 月 火 水 木 金 土

2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

９
１

運んでくれた児童と校長先生（左端）
総務課長（中央）

優勝した片小ファイターズ
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ニ
ュ
ー
ス�

ニ
ュ
ー
ス�

七
月
二
十
四
日
（
日
）
埼
玉
県
蕨

市
の
蕨
市
民
会
館
・
中
央
公
民
館
・

蕨
城
址
公
園
で
蕨
市
サ
マ
ー
・
パ
ー

ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
５

（
第
三
十
九
回
青
少
年
ま
つ
り
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
青
少
年

が
健
全
に
育
つ
こ
と
を
願
っ
て
、
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

蕨
市
内
の
各
種
青
少
年
団
体
の
ス

テ
ー
ジ
発
表
や
バ
ザ
ー
、
ゲ
ー
ム
大

会
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
が
行

わ
れ
る
中
、
十
二
時
三
十
分
か
ら
市

民
会
館
玄
関
前
の
広
場
で
尾
瀬
太
鼓

愛
好
会
に
よ
る
太
鼓
演
奏
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

蕨
市
と
片
品
村
は
平
成
八
年
十
月

に
「
ふ
れ
あ
い
交
流
協
定
」
及
び

「
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。

尾
瀬
太
鼓
愛
好
会
は
、
平
成
九
年

か
ら
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
毎
年

参
加
し
て
い
る
の
で
、
楽
し
み
に
し

て
い
る
方
も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

連
日
の
猛
暑
で
、
こ
の
日
も
う
だ

る
よ
う
な
暑
さ
で
し
た
が
、
こ
ど
も

達
は
元
気
に
演
奏
し
、
大
き
な
拍
手

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

配
布
し
夏
休
み
は
、
ぜ
ひ
片
品
に
避

暑
に
来
て
い
た
だ
く
よ
う
観
光
宣
伝

も
行
い
ま
し
た
。

蕨
市
の
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

素
晴
ら
し
い
独
楽
回
し
の
技
と
話

術
に
よ
り
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
、

独
楽
の
曲
芸
に
見
入
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

７
月
９
日
（
土
）

「
と
う
げ
い
や
る
や
る
探
険
隊
」

陶
芸
の
プ
ロ
に
教
え
て
も
ら
う

と
、
ひ
と
味
違
う
で
き
ば
え
で
し
た
。

親
子
参
加
も
多
く
、
親
子
ふ
れ
あ
い

の
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

７
月
22
日
（
金
）

「
ど
ろ
だ
ん
ご
や
る
や
る
探
険
隊
」

多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
、
き
れ
い
な

ど
ろ
だ
ん
ご
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
つ
く
っ
た
ど
ろ
だ
ん
ご
は
、
参

加
し
た
子
ど
も
た
ち
の
宝
物
に
な
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

地
域
子
ど
も
教
室
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
々
に
よ
っ
て
、
運
営
・
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
村
民
の

協
力
が
必
要
で
す
。
当
日
だ
け
の
協

力
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
協
力
い
た

だ
け
る
方
は
、
実
行
委
員
会
事
務
局

に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

７
月
21
日
〜
22
日
、
北
毛
青
年
の

家
に
お
い
て
「
宿
泊
活
動
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

小
学
校
三
年
生
か
ら
六
年
生
の
子

ど
も
た
ち
が
参
加
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
参
加
の
尾
瀬
高
生
十
名
が
、
リ
ー

ダ
ー
と
な
り
活
動
し
ま
し
た
。
小
野

子
山
へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
、
ブ
ー
メ
ラ

ン
づ
く
り
、
飯
ご
う
炊
さ
ん
、
天
文

台
で
の
天
体
観
測
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ

ー
、ジ
ャ
ム
づ
く
り
と
た
く
さ
ん
の
メ

ニ
ュ
ー
を
一
泊
二
日
で
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
て
く
れ
た
高
校
生
の
感
想

を
紹
介
し
ま
す
。

○
夏
休
み
の
初
日
か
ら
楽
し
く
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
も
か

わ
い
く
て
、
次
回
の
活
動
も
ぜ
ひ
参

加
し
た
い
で
す
。

○
参
加
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。
山

登
り
は
つ
ら
く
大
変
で
し
た
。
登
り

切
っ
た
子
ど
も
達
は
す
ご
い
と
思
い

ま
す
。
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
も
楽
し
か

っ
た
で
す
。

蕨
市
サ
マ
ー
・
パ
ー
ク
・
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
５

（
第
三
十
九
回
青
少
年
ま
つ

り
）
に
参
加
し
ま
し
た

地
域
子
ど
も
教
室

「
片
品
や
る
や
る
探
検
隊
」

子
ど
も
ク
ラ
ブ
「
宿
泊
活
動
」

校
で
は
、
学
校
独
立
五
十
周
年
事
業

の
一
環
と
し
て
、
集
合
写
真
を
撮
影

し
ま
し
た
。
撮
影
後
、
三
年
生
以
上

が
行
っ
て
い
る
尾
瀬
学
習
の
発
表
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
児
童
達
は
グ
ル

ー
プ
ご
と
に
学
習
課
題
を
設
け
、
日

帰
り
や
宿
泊
で
尾
瀬
に
通
い
、
パ
ソ

コ
ン
や
ポ
ス
タ
ー
を
使
っ
て
資
料
を

作
成
し
て
き
ま
し
た
。
出
席
者
の
中

に
は
尾
瀬
で
仕
事
を
し
て
い
る
方
や

宿
泊
関
係
者
も
多
く
、
細
か
く
も
わ

か
り
や
す
い
児
童
た
ち
の
発
表
に
関

心
の
様
子
で
し
た
。

七
月
十
三
日
（
水
）
片
品
北
小
学

６
月
29
日
（
水
）

「
こ
ま
お
っ
ち
ゃ
ん
とや

る
や
る
探
検
隊
」 毎年参加している尾瀬太鼓愛好会

パソコン操作、発表と交代しながら 尾瀬について調べたことをポスターを使って発表

前回も人気だった「こまおっちゃん」

ジャムづくりに挑戦

区
民
を
招
い
て
尾
瀬
学
習
を

発
表
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☆生涯学習講座関係
・トライやるスポーツＴ・Ｋ
・古文書を読む会

☆社会体育関係
・第46回村民運動会

☆学校関係
◇片小
・秋季大運動会
・振替休業日
・校内水泳記録会
・尾瀬Camp（５年）
・６年校外学習

◇北小
・北地区運動会合同会議
・秋季大運動会兼北地区合同運動会

・振替休業日
・地震避難訓練
・学校公開日・環境作業

◇南小
・秋季合同大運動会
・振替休業日
・避難訓練

◇武尊根小
・地区と合同の秋季大運動会
・振替休業日
・武尊根記録会

◇片中
・中体連新人戦
・学校１日公開日
・環境奉仕日
・体育祭

23日
下旬

18日

10日
12日
日

14～15日
20日

１日

10日
12日
15日
29日

10日
12日
14日

10日
12日
28日

３・４・23日
７日
16日
21日

９月

生涯学習予定表�生涯学習予定表�

※予定が変更される場もありますの
で、予め御了承ください。

広
報
文
芸
片
品
村
俳
句
作
家
協
会

平
成
十
七
年
七
月
俳
句
会

越
本
　
　
　
笠
原
　
芳
堂

紫
陽
花
の
石
段
長
き
観
音
堂

植
田
映
え
雲
は
茜
に
影
落
す

鎌
田
　
　
　
星
野
　
光
子

夏
椿
ほ
ろ
り
と
た
く
み
の
和
紙
工
房

子
ら
の
声
巡
る
た
く
み
の
夏
帽
子

鎌
田
　
　
　
中
村
　
導
子

訪
づ
れ
し
久
の
法
師
や
山
あ
じ
さ
い

九
十
九
道
越
え
て
涼
し
や
法
師
宿

鎌
田
　
　
　
星
野
　
芳
江

新
緑
の
山
路
踏
入
り
法
師
の
湯

新
緑
の
匠
の
里
の
蕎
麦
う
ま
し

栃
久
保
　
　
戸
丸
　
好
夫

た
く
み
そ
ば
旅
の
燕
の
舌
ず
つ
み

新
緑
や
分
け
て
涼
し
や
法
師
川

摺
渕
　
　
　
木
村
　
佳
江

緑
さ
す
晶
子
の
歌
碑
や
法
師
の
温
泉

片
陰
に
白
蝶
む
つ
む
水
車
小
屋

鎌
田
　
　
　
福
田
二
三
四

和
紙
作
り
父
と
重
ね
る
夏
衣

三
国
路
や
越
後
に
続
く
風
青
し

鎌
田
　
　
　
寺
岡
　
貞
子

真
夏
日
や
い
で
湯
の
香
る
法
師
宿

夏
盛
り
た
く
み
の
里
の
土
鈴
か
な

須
賀
川
　
　
大
竹
　
久
代

重
文
の
山
門
の
寺
濃
紫
陽
花

須
川
平
鎮
め
る
寺
の
夏
椿

鎌
田
　
　
　
吉
野
　
道
子

参
道
を
狭
め
て
咲
け
り
額
の
花

花
菖
蒲
供
え
て
母
の
忌
の
近
し

築
地
　
　
　
千
明
お
さ
む

退
院
し
ま
づ
馬
鈴
薯
の
花
に
融
れ

通
院
を
励
ま
す
孫
や
夏
椿

鎌
田
　
　
　
星
野
ト
ミ
エ

夕
や
け
に
影
淡
く
ゆ
れ
花
水
木

梅
雨
晴
れ
て
ひ
と
き
は
高
き
蝉
の
声

鎌
田
　
　
　
星
野
　
歌
子

老
鴬
の
谷
間
に
谺
さ
え
渡
る

稜
線
に
残
雪
あ
り
て
風
の
空

花
咲
　
　
　
星
野
　
百
姓

遠
雷
に
自
転
車
の
子
せ
か
さ
れ
し

入
院
も
思
い
出
と
な
り
又
の
夏

摺
渕
　
　
　
千
明
　
新
芽

坂
急
峻
昔
の
三
国
若
葉
道

緑
陰
に
熊
棲
む
と
い
う
法
師
の
湯

今
年
の
九
月
一
日
よ
り
、
土
出
・

戸
倉
地
区
で
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
サ
ー
ビ
ス
が

開
始
い
た
し
ま
す
。
対
象
と
な
る
電

話
番
号
は
、
５
８
局
５
０
０
０
番
台

７
０
０
０
番
台
、
５
０
局
５
０
０
０

番
台
で
す
。

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
で
は
、
動

画
サ
ー
ビ
ス
や
Ｉ
Ｐ
電
話
サ
ー
ビ
ス

な
ど
、
多
彩
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
下
さ
い
。

な
お
、
お
申
し
込
み
等
で
ご
不
明

な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
総
務

課
情
報
政
策
係
ま
で
ご
連
絡
下
さ

い
。

☆
問
い
合
わ
せ
先
☆

役
場
総
務
課
情
報
政
策
係

1
５
８
―
２
１
１
１

オ
ー
ラ
イ
！
ニ
ッ
ポ
ン
と
は
…

農
林
業
体
験
や
田
舎
暮
ら
し
な
ど

の
都
市
と
農
山
漁
村
を
行
き
交
う
新

た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
広
め
、
都

市
と
農
山
漁
村
そ
れ
ぞ
れ
に
住
む
皆

さ
ん
が
お
互
い
の
地
域
の
魅
力
を
分

か
ち
合
い
、「
人
・
も
の
・
情
報
」

の
行
き
来
を
活
発
に
し
た
新
し
い
日

本
再
生
を
目
指
し
、
新
し
い
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
求
め
る
動
き
を
国
民
的

な
運
動
に
盛
り
上
げ
て
行
く
た
め
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ネ
ー
ム
で
す
。

群
馬
県
で
は
、
豊
か
な
自
然
や
貴

重
な
伝
統
・
文
化
等
の
優
れ
た
資
源

を
活
用
し
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
、
県
全
体

の
活
性
化
に
有
効
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
積

極
的
な
普
及
を
図
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
「
オ
ー
ラ
イ
！
ニ

ッ
ポ
ン
ぐ
ん
ま
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を

左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
参
加

希
望
者
は
、
八
月
十
九
日
（
金
）
ま

で
に
む
ら
づ
く
り
観
光
課
ま
で
申
込

み
下
さ
い
。

＊
日
時

平
成
十
七
年
九
月
二
日

（
金
）
午
後
一
時
三
〇
分
〜
四
時
四

五
分

＊
場
所

群
馬
県
民
会
館
小
ホ
ー
ル

｛
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
出
演
者
｝

養
老
孟
司
氏
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

竹
本
田
持
氏
（
明
治
大
学
農
学
部
助
教
授
）

見
城
美
枝
子
氏
（
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）

小
林
康
生
氏
（
越
後
門
出
和
紙
工
房
代
表
）

中
村
文
彦
氏
（
ぐ
ん
ま
グ
リ
ー
ン
ツ

ー
リ
ズ
ム
サ
ポ
ー
タ
ー
）

星
野
恵
美
子
氏
（
農
林
漁
業
体
験
民

宿
経
営
）

＊
問
い
合
せ
先

む
ら
づ
く
り
観
光
課
企
画
係

1
５
８
―
２
１
１
２

Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
サ
ー
ビ
ス

開
始
！

「
オ
ー
ラ
イ
！
ニ
ッ
ポ
ン
ぐ
ん
ま

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
参
加
者
募
集
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台
風
の
去
っ
た
朝
七
時
半
、
花
咲

森
の
キ
ャ
ン
プ
場
を
訪
ね
た
。
駐
車

場
近
く
の
陶
芸
体
験
場
で
は
、
学
生

の
団
体
が
既
に
活
動
を
始
め
て
い
た
。

高
山
さ
ん
を
探
し
て
管
理
棟
に
向

か
う
と
、
講
評
の
パ
ン
づ
く
り
体
験

の
最
中
、
パ
ン
生
地
づ
く
り
の
講
師

は
、
奥
さ
ん
の
き
く
子
さ
ん
。
パ
ン

窯
に
は
、
栃
木
か
ら
来
て
い
る
と
い

う
火
の
番
人
が
高
山
さ
ん
の
指
示
の

も
と
窯
を
暖
め
て
い
た
。

高
山
さ
ん
は
、
人
や
自
然
と
ふ
れ

あ
う
の
が
好
き
で
、
平
成
七
年
か
ら

花
咲
地
内
に
キ
ャ
ン
プ
場
を
始
め
た
。

先
祖
か
ら
引
き
継
い
だ
森
を
切
り
開

き
、
伐
採
し
た
木
材
を
使
っ
て
自
分

で
建
物
を
建
て
た
。
あ
る
程
度
キ
ャ

今
月
の
匠

⑰

高
　
山
　
悦
　
夫
さ
ん

花
咲
（
森
の
仕
掛
人
）

ン
プ
場
の
形
に
な
る
と
、
キ
ャ
ン
パ

ー
が
集
ま
り
、
森
の
中
で
体
験
で
き

る
施
設
を
作
っ
た
。

管
理
棟
の
付
近
に
は
炊
事
棟
、
木

工
棟
、
ホ
ー
ル
、
浴
場
な
ど
が
し
っ

か
り
し
た
材
料
で
組
み
上
げ
ら
れ
て

い
た
。
ま
た
、
裏
山
を
背
に
し
て

色
々
な
窯
が
見
え
る
。
薫
製
窯
、
発

酵
窯
、
パ
ン
窯
、
ピ
ザ
窯
、
炭
窯
と

田
舎
暮
ら
し
の
本
に
載
っ
て
い
る
よ

う
な
窯
が
ど
れ
を
と
っ
て
も
素
晴
ら

し
い
。

高
山
さ
ん
か
ら
場
内
の
説
明
を
聞

い
て
い
る
と
、「
パ
ン
生
地
が
発
酵

で
き
た
」
と
の
声
。
窯
は
一
旦
７
０

０
度
ま
で
温
度
を
上
げ
、
２
１
０
度

に
し
て
か
ら
パ
ン
生
地
を
入
れ
る
と

い
う
。
パ
ン
は
十
五
分
ほ
ど
で
焼
き

上
げ
ら
れ
、
高
山
さ
ん
の
畑
で
採
れ

た
新
鮮
野
菜
を
お
か
ず
に
キ
ャ
ン
パ

ー
達
の
朝
食
は
、
笑
顔
と
と
も
に
始

ま
っ
た
。

夏
場
は
キ
ャ
ン
プ
場
に
泊
ま
っ
て

仕
事
を
し
た
り
、
第
三
区
の
会
議
を

開
い
た
り
で
、
忙
し
そ
う
な
高
山
さ

ん
の
今
後
の
夢
を
聞
く
と
「
森
の
夢

は
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
片
品
村
は
第

三
次
総
合
計
画
を
策
定
中
だ
が
、
こ

こ
も
第
二
次
計
画
の
構
想
中
だ
ね
」

と
語
っ
た
。

※
春
に
お
会
い
し
た
と
き
は
体
格
の

良
か
っ
た
高
山
さ
ん
、
夏
休
み
は
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
し
た
が
、
身
体
が

一
回
り
締
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
一
夏

で
七
㎏
は
落
ち
る
と
い
う
高
山
さ

ん
、
身
体
に
留
意
さ
れ
て
、
ご
夫
婦

で
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

ぐ
ん
ま
文
化
観
光
社
片
品
の
役
員

会
が
先
日
開
催
さ
れ
、
社
の
事
業
に

つ
い
て
検
討
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
話
し
合
い
の
中
で
、
社
と
し

て
村
の
中
の
文
化
事
業
に
対
し
て
後

援
を
す
る
、
本
年
度
は
先
日
の
上
毛

新
聞
社
の
ま
ち
む
ら
元
気
片
品
で
紹

介
さ
れ
た
、
十
二
社
中
の
事
業
に
対

し
て
後
援
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
が
、
社
と
し
て
も
何
か
永
続
的
な

事
業
を
実
行
し
た
い
と
い
う
提
案
が

あ
り
、
私
は
一
つ
の
具
体
案
と
し
て
、

尾
瀬
文
学
賞
を
設
定
し
た
ら
と
提
案

し
ま
し
た
。

そ
れ
に
対
し
て
片
品
は
、
江
間
章

子
さ
ん
の
尾
瀬
を
詠
ん
だ
〝
夏
の
思

い
出
〞
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
さ
れ
、
全

国
的
に
有
名
に
な
っ
た
、
江
間
章
子

文
学
賞
は
ど
う
か
と
い
う
案
も
浮
か

び
、
私
は
そ
の
案
に
つ
い
て
、
お
の

文
学
賞
の
設
定
か
ら
終
了
迄
、
三
十

年
間
関
係
し
た
こ
と
を
一
つ
の
例
と

し
て
紹
介
し
、
そ
う
し
た
方
向
で
考

え
て
み
た
い
と
話
し
ま
し
た
が
、
説

明
不
足
も
あ
り
、
継
続
審
議
と
な
り

ま
し
た
。
私
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
来
な
ら
、
村
や
教
育
委
員
会
が

主
体
と
な
る
べ
き
か
と
も
考
え
ま
す

が
、
観
光
社
が
主
体
と
な
り
、
村
や

教
育
委
員
会
、
そ
れ
に
商
工
会
や
森

林
組
合
、
農
協
、
上
毛
新
聞
社
、
群

馬
テ
レ
ビ
な
ど
に
後
援
を
お
願
い
す

る
と
い
う
形
が
事
業
が
進
み
や
す
い

と
い
う
気
も
し
ま
す
。

お
の
文
学
賞
は
民
間
団
体
の
主
催

で
し
た
の
で
、
資
金
を
小
野
先
生
を

信
棒
す
る
人
や
企
業
か
ら
一
万
円
の

寄
付
を
お
願
い
し
、
そ
の
人
達
の
文

芸
作
品
や
企
業
の
紹
介
文
を
、
入
選

作
品
の
発
表
紙
、
望
郷
と
い
う
タ
プ

ロ
イ
ド
版
四
頁
の
新
聞
に
発
表
し
た

の
で
す
。

例
え
ば
、
江
間
章
子
文
学
賞
も
こ

の
よ
う
な
活
動
を
し
て
、
そ
れ
で
も

不
足
の
時
は
村
に
考
え
て
頂
く
、
こ

う
し
た
活
動
に
は
、
官
・
民
合
同
的

団
体
の
方
が
気
軽
に
動
け
る
、
そ
ん

な
気
も
し
ま
す
。
内
容
は
一
杯
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
ま
ず
大
き
な
骨
組

だ
け
提
言
し
て
皆
様
に
考
え
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
広
報
リ
ポ
ー
タ
ー
　
千
明
政
夫
）

管理棟の前で奥さんと

パン窯にパン生地を入れる高山さん

焼き上がったパンを盛りつけるきく子さん
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国保の納付を
お忘れなく

災害その他特別な事
情がないのに国民健康
保険税が未納となって
いる人には、保険証の
代わりに「資格証明書」
を発行します。この証
明書を使って医療機関
などで受診することは
できますが、医療費の
全額を個人で支払うこ
とになりますので、注
意してください。また、
今まで福祉医療対象者
については「資格証明
書」の発行対象者とな
りませんでしたが、一
年以上国保税の滞納が
ある場合は資格者証の
対象となりますので、
十分注意してくださ
い。国保税が未納の人
は至急納付をお願いし
ます。
なお、納税について

の相談は住民課国保税
係までお願いします。

国保だより�国保だより�

国
保
だ
よ
り�

国
保
だ
よ
り�
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ぐ
ん
ま
文
化
観
光
社
片
品

事
業
に
つ
い
て

提

言
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給
付
抑
制
を
目
的
に
要
介
護
度
が

重
く
な
ら
な
い
よ
う
予
防
を
重
視
し

た
制
度
が
来
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ

ま
す
。

今
年
十
月
実
施

施
設
と
在
宅
の
利
用
者
負
担
の
公

平
性
の
確
保
を
目
的
に
介
護
施

設
の
食
費
と
居
住
費
に
つ
い
て

は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
負

担
額
は
所
得
段
階
別
に
第
一
〜

第
四
段
階
に
分
か
れ
ま
す
。

第
四
段
階
を
標
準
費
用
額
と
し
て

第
一
〜
第
三
段
階
の
入
所
者
に

低
所
得
者
対
策
の
負
担
限
度
額

が
設
け
ら
れ
ま
す
。（
要
申
請
）

今
回
に
つ
い
て
は
第
一
〜
第
三

段
階
対
象
の
方
に
は
役
場
か
ら

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第
一
段
階

市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税
の
老
齢

福
祉
年
金
受
給
者
、
生
活
保
護

受
給
者

第
二
段
階

市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税
で
合
計

所
得
＋
課
税
年
金
収
入
が
八
十

万
円
以
下
の
も
の

第
三
段
階

市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税
で
第
二

段
階
該
当
者
以
外
の
も
の

第
四
段
階

市
町
村
民
税
世
帯
課
税
、
市
町
村

民
税
本
人
課
税
者

保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係(

内
線
２

３
４)

介
護
保
険
制
度
の

見
直
し

片
品
村
で
は
、
平
成
十
七
年
七
月

十
九
日
付
け
で
「
尾
瀬
の
郷
・
片
品

村
ど
ぶ
ろ
く
特
区
」
の
認
定
を
受
け

ま
し
た
が
、
本
年
４
月
か
ら
施
行
さ

れ
た
「
地
域
再
生
」
に
つ
き
ま
し
て

も
全
国
各
地
で
地
域
再
生
計
画
の
策

定
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り

「
地
域
再
生
」
・
「
構
造
改
革
特
区
」

に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時平

成
十
七
年
九
月
一
日
（
木
）

午
後
三
時
か
ら
四
時
三
〇
分

場
所片

品
村
役
場
二
階
農
林
研
修
室

講
師群

馬
県
新
政
策
課
政
策
調
整
グ
ル

ー
プ
係
長
　
清
水
昭
芳
氏

○
目
的

近
年
に
お
け
る
急
速
な
少
子
化
高

齢
化
の
進
展
、
産
業
構
造
の
変
化
等

の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し

て
、
地
方
公
共
団
体
が
行
う
自
主
的

か
つ
自
律
的
な
取
組
に
よ
る
地
域
経

済
の
活
性
化
、
地
域
に
お
け
る
雇
用

機
会
の
創
出
、
そ
の
他
の
地
域
の
活

力
の
再
生
（
地
域
再
生
）
を
総
合
的

か
つ
効
果
的
に
推
進
し
て
い
く
た

め
、
特
別
の
措
置
を
講
じ
、
も
っ
て

個
性
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
地
域
社

会
を
実
現
す
る
こ
と
等
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

○
理
念

地
域
に
お
け
る
創
意
工
夫
を
生
か

し
つ
つ
、
潤
い
の
あ
る
豊
か
な
生
活

環
境
を
創
造
し
地
域
の
住
民
が
誇
り

と
愛
着
を
持
つ
こ
と
の
で
き
る
住
み

よ
い
地
域
社
会
の
実
現
を
図
る
こ
と

を
基
本
と
し
、
地
域
に
お
け
る
地
理

的
及
び
自
然
的
特
性
、
文
化
的
所
産

並
び
に
多
様
な
人
材
の
想
像
力
を
最

大
限
に
活
用
し
た
事
業
活
動
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
魅
力
あ
る
就

業
の
機
会
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
経
済
基
盤
の

強
化
及
び
快
適
で
魅
力
あ
る
生
活
環

境
の
整
備
を
総
合
的
か
つ
効
果
的
に

行
い
ま
す
。

○
目
的

地
方
公
共
団
体
や
民
間
事
業
者
の

自
発
的
な
立
案
に
よ
り
、
地
域
の
特

性
に
応
じ
た
規
制
の
特
例
を
導
入
す

る
特
定
の
区
域
（
構
造
改
革
特
区
）

を
設
け
、
地
域
の
自
発
性
の
下
、
構

造
改
革
を
促
進
し
ま
す
。

○
理
念

・
智
恵
と
工
夫
の
競
争
に
よ
る
活
性

国
が
あ
ら
か
じ
め
モ
デ
ル
を
示
す

の
で
は
な
く
、
自
立
し
た
地
方
が
お

互
い
に
競
争
し
て
い
く
中
で
経
済
社

会
活
力
を
引
き
出
し
て
い
け
る
よ
う

な
制
度
へ
発
想
を
転
換
し
ま
す
。

「
規
制
は
全
国
一
律
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
い
う
考
え
方
か
ら
、

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
規
制
を
認
め

る
と
い
う
考
え
方
に
転
換
し
ま
す
。

・
自
助
と
自
立
の
精
神
の
尊
重

特
例
措
置
の
導
入
に
よ
っ
て
、
構

造
改
革
特
区
内
外
に
お
い
て
発
生
す

る
可
能
性
が
あ
る
弊
害
を
防
止
す
る

た
め
の
措
置
は
、
地
方
公
共
団
体
が

主
体
的
に
対
応
し
ま
す
。

・
国
に
よ
る
税
の
減
免
や
補
助
金
の

交
付
等
、
従
来
型
の
財
政
措
置
は
講

じ
ま
せ
ん
。

・
外
交
、
防
衛
、
条
約
、
警
報
に
関

す
る
も
の
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

現
在
の
特
区
の
数
は
全
国
で
五
四

八
件
（
群
馬
県
一
〇
）、
認
定
さ
れ

た
地
域
再
生
計
画
の
数
は
四
五
三
件

（
群
馬
県
十
五
）
で
す
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

「
地
域
再
生
」
・
「
構
造
改
革
特
区
」
の
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

「
地
域
再
生
」
と
は
？

「
構
造
改
革
特
区
」
と
は
？

認
定
の
状
況

この検査は計量法に基づき、特定計量
器を定期的に検査し、正確性を保持して
計量器の安全を図ることを目的に実施し
ます。該当になる方は受検してください。
日　時
９月１日（木）
９時30分～15時30分

場　所
片品村住民センター

対　象
取引証明に使用される質量器
(前回受検された方には計量協会より通
知があります)

問合せ先
むらづくり観光課
商工観光係（内線２２４）

特定計量器定期検査
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村
税
は
村
の
運
営
に
欠
か
せ
な
い

貴
重
な
財
源
で
あ
り
、
資
産
や
所
得

に
応
じ
て
公
平
に
納
め
て
頂
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
最
近
は
口
座
振
替
に

よ
り
納
税
さ
れ
る
方
が
多
く
な
っ
て

き
ま
し
た
が
、
残
高
不
足
等
に
よ
り

期
限
内
に
納
入
さ
れ
な
い
場
合
も
増

え
て
き
て
い
ま
す
。

定
め
ら
れ
た
納
期
限
ま
で
に
支
払

を
し
な
い
方
に
は
督
促
状
に
よ
っ
て

支
払
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
後
も
支
払
を
さ
れ
な
い
方
に
は
、

役
場
職
員
の
訪
問
や
、
電
話
や
催
告

状
な
ど
に
よ
り
支
払
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

そ
れ
で
も
支
払
を
さ
れ
な
い
方
に

は
、
納
期
限
ま
で
に
支
払
わ
れ
た
方

と
の
公
平
を
保
つ
た
め
、
や
む
を
得

ず
、
財
産
の
差
押
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
滞
納
が
続
く
場
合

に
は
、
差
押
財
産
を
公
売
し
、
そ
の

代
金
を
村
税
に
充
て
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

村
で
も
税
収
を
確
保
す
る
た
め
に

こ
の
よ
う
な
手
段
を
取
り
ま
す
の

で
、
期
限
内
に
納
税
で
き
な
い
場
合

や
滞
納
が
あ
る
場
合
は
早
め
に
役
場

住
民
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

土
地
や
家
屋
の
所
有
者
が
死
亡
さ

れ
た
場
合
は
所
有
者
の
変
更
手
続
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
変
更
す
る
に
は

法
務
局
で
の
相
続
登
記
（
未
登
記
家

屋
を
除
く
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

相
続
登
記
が
終
わ
る
ま
で
は
相
続
人

の
代
表
者
を
指
定
し
て
役
場
へ
申
告

し
、
納
税
の
管
理
を
し
て
頂
く
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
未
登

記
家
屋
の
所
有
者
変
更
に
つ
い
て
は

役
場
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
の
で
、

詳
し
く
は
住
民
課
固
定
資
産
税
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

納
税
は
決
め
ら
れ
た

期
限
内
に

固
定
資
産
の
所
有
者
が

亡
く
な
っ
た
場
合
は
・
・

差
押
え
の
で
き
る
財
産

・
動
産
（
家
具
、
宝
石
な
ど
）

・
不
動
産
（
土
地
、
家
屋
）

・
債
権
（
給
与
、
預
貯
金
な
ど
）

・
そ
の
他
（
自
動
車
な
ど
）
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ぐ
ん
ま
県
民
カ
レ
ッ
ジ
「
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
」
大
学
出
前
講
座

『
地
域
に
〝
活
き
る
〞
た
め
の
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
講
座
〜
参
加
と
協
働
の

地
域
づ
く
り
〜
』

こ
の
講
座
は
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
方
・
地
域
づ
く
り
に
興

味
・
関
心
の
あ
る
方
等
の
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
を
図
る
目
的
で
開
催
し
ま

す
。自

ら
が
〝
生
き
て
〞
い
く
地
域
に

自
ら
の
能
力
を
〝
活
か
す
〞
こ
と
で

参
加
し
、
協
働
し
て
地
域
づ
く
り
に

参
画
し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
や
可

能
性
、
手
法
等
に
つ
い
て，

参
加
者

の
考
え
を
共
有
し
な
が
ら
学
習
す
る

も
の
で
す
。

講
師

高
崎
経
済
大
学
地
域
政
策
学

部
地
域
づ
く
り
学
科
　
専
任
講

師
　
櫻
井
常
矢
　
先
生

と
き

９
月
30
日
か
ら
11
月
４
日
ま

で
の
毎
週
金
曜
日
　
午
後
７
時

か
ら
９
時
　
計
６
回

と
こ
ろ

利
根
沼
田
県
民
局

内
容

地
域
づ
く
り
に
関
す
る
講
義

や
各
地
の
実
践
事
例
紹
介
・
地

域
づ
く
り
活
動
を
考
え
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
及
び
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
等

受
講
資
格

利
根
郡
・
沼
田
市
に
在

住
ま
た
は
在
勤
の
方

受
講
料

無
料

定
員

30
名

申
し
込
み

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー

ル
に
て
９
月
20
日
（
火
）
ま
で

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
講

座
名
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
職
業
・
電
話
番
号
を
記

入
し
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
利
根
教
育
事
務
所

沼
田
市
薄
根
町
４
４
１
２
番
地

電
話
２
３
―
０
１
６
５
へ

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
３
―
０
１
８
０

メ
ー
ルtonekyou@

pref.gunm
a.jp

今
、
地
域
の
力
を
！

大
学
の
先
生
と
共
に
学
ぼ
う

夏のエコスクール

夏休みいろんなたいけんしてみよう！！お外に出るとたのしいヨヨヨ～～～～
さったーと森林やるやる探検隊

■日　程：2005年８月17日、８月18日
■場　所：片品村寄居山および武尊山
■ねらい：郷土の自然についての発見を通して、

地域の魅力に気づいていけるようになる　　　　　
■参加費：５００円（１日でも半日でも）
■もち物：のみもの　ぼうし　タオル　１日さんかは弁当　　　　　
■内容／スケジュール
８月17日　集合　寄居山公園
9：00～12：00 昆虫事件探偵団／寄居山公園

ちょっと変わった昆虫採集と標本作り
13：30～15：30 片品川いきものさがし／片品川

片品川に生きる水辺の生き物をとおして
片品川の水調べ

19：30～21：00 星空観察と暗闇体験／場所未定
街灯のない夜の世界を体験

８月18日　集合　旧越本分校
9：00～12：00 葉っぱの写し染め／分校

里山の木々の葉っぱを使って、オリジナル
Ｔシャツやバンダナなどをづくり

13：30～17：00 旅する蝶をしらべよう／武尊山

※うつしぞめ　30名まで下記に申し込み
２日間の日程を一部変更しました

問い合わせ 地域子ども教室事務局　　　　1５８－２１４４
片品やるやる探検隊事務局　　1５８－２３４８

来たる９月10日（土）午後１時から、
片品村文化センターに於いて「トランペ
ットコンサート2005in片品」が開催され
ます。このイベントは、尾瀬高校の音楽
の教員である稲毛信哉先生より、日頃聴
くことのない「生の音楽」に触れる機会
を増やし、音楽の楽しさを肌で実感して
もらう場所の一つとなることを目的とし
て企画されました。音楽を通して、この
利根・片品の地の自然の豊かさを再認識
し、その壮大な大地から自然の大切さ、
心のゆとり、そして創造性を感じながら
ゆったりとしたひとときを過ごしません
か。そこで、このコンサートで、みなさ
んからの思い出とともに、演奏して欲し
い曲を募集します。思い出のエピソード
を添えて、ぜひ曲をリクエストしてくだ
さい。リクエスト、お問い合わせは、電
話・ＦＡＸ５６－２８８１（尾瀬高校教
諭　稲毛先生）、http://www.forte-
music.netまでおねがいします。

虫あみ他じさん

川にはいる時のくつじさん

バスで移動

うつしぞめのTシャツ、ハンカチじさん

第 ６ 回 か か し 祭 り

●作品規格／高さ１ｍ以上とし、期間中屋外で耐えられるもの
その他については制限はありません

●出品申込／電話等で、９月28日までに申し込んで下さい
●申込先・問い合わせ先／
花の駅・片品「花咲の湯」
TEL 0278-20-7111  FAX 0278-58-4433

●作品搬入／９月29日～10月１日　エントリーされた番号
の場所へ自ら設置してください
尚、９月30日午後４時に会場に持ってきて頂ければ設置
を手伝います（雨天は翌日）

●審査／かかし祭り実行委員会が委嘱する審査員により、
10月20日頃行います
（一般人気投票数も、加算されます）

●表彰式／10月23日花の駅・片品｢花咲の湯｣にて行います
●搬　出／10月23日の午後３時以降に出展者自ら搬出して
ください

●展示期間が23日と長いため開催期間中、形が崩れた場合
には本人に修復をお願いします

●各賞／・グランプリ　　１本（片品村商品券
５万円分＋副賞）

・準グランプリ　１本（片品村商品券
３万円分＋副賞）

・その他特別賞あり
・一般部門及び小中学生の部門　　　
各部門とも優秀賞、入選、佳作、努力賞あり

（参加者全員に参加賞有り）
◆会場／花の駅・片品｢花咲の湯｣広場
◆主催／第６回かかし祭り実行委員会

その他各賞、商品券など豪華賞品、盛りだくさん
かかしを作って応募しよう！

か か し 大 募 集

グランプリZ
片品村商品券５万円分

＋
副　賞

準グランプリZ
片品村商品券３万円分

＋
副賞

「あなたの思い出の曲を�
　　　　 教えてください♪」�
「あなたの思い出の曲を�
　　　　 教えてください♪」�

さったーと森林やるやる探検隊
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農
薬
を
使
用
さ
れ
る

方
へ

農
薬
を
使
用
さ
れ
る
方
は
、
次
の

事
項
に
気
を
付
け
な
が
ら
、
適
正
に

農
薬
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

①
ラ
ベ
ル
に
記
載
さ
れ
た
安
全
使
用

基
準
を
守
る
。

②
農
薬
を
施
錠
が
で
き
る
場
所
へ
保

管
す
る
。

③
農
薬
散
布
時
の
周
辺
へ
の
飛
散
を

防
止
す
る
。

④
防
除
機
や
農
薬
容
器
を
洗
っ
た
水

が
水
路
等
に
流
れ
込
ま
な
い
よ
う

に
す
る
。

⑤
農
薬
を
使
用
し
た
時
は
帳
簿
を
作

成
・
記
入
す
る
。

農
薬
は
必
ず
登
録
さ
れ
た
も
の
を

使
い
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、

最
寄
り
の
農
協
又
は
農
業
事
務
所
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
利
根
農
業
事
務
所

1
（
２
３
）
０
３
３
８

きらっしゃい！　尾瀬の森映画祭
～片品村に山田洋次監督がやってくる～

【ボランティアスタッフ募集】
現在の日本映画の第一人者である山田洋次監督を招いて、作品

の上映及び講演会・トークショーを行います。
いまや、国内に留まらず、世界的にも名声を得ている山田洋次

監督の人柄、映画作りへの思いにふれられる絶好の機会であり、
また、日本人の心の風景を撮影し続けている山田洋次監督を尾瀬
の麓である、自然豊かな片品村にお呼びし、この映画祭を開催い
たします。
そこで、この映画祭を実行するにあたって、私たちと一緒にこ

の映画祭をつくってくださるボランティアスタッフを募集いたし
ます。
＊ 開催日 10月８日（土）
＊ 会　場 片品村文化センター
＊ 主　催 ＮＰＯ法人尾瀬和楽舎・尾瀬の森映画祭実行委員会
＊ 申し込み・問い合わせ先
尾瀬の森実行委員会事務局　1０２７８（５８）２８５８
1０２７８（５８）４７１８　　　　　星野
1０９０（６１４５）６８４９　　　　今村
尾瀬の森映画祭実行委員・ＮＰＯ法人尾瀬和楽舎の会員も募集

しています！お気軽にお問い合わせください！

日
時

十
一
月
十
三
日
（
日
）

午
前
十
時
三
十
分
〜
午
後
四
時

会
場

群
馬
県
青
少
年
会
館
一
階
プ

レ
イ
ホ
ー
ル

受
験
料

一
万
六
千
円
（
当
日
の
受

験
講
習
料
含
む
）

受
験
申
込
書
配
布
期
間

八
月
一
日
〜
八
月
三
十
一
日

受
験
申
込
受
付
期
間

八
月
一
日
〜
九
月
七
日

受
験
申
込
書
配
布
及
び
受
付
、
問
い

合
わ
せ
は
片
品
村
生
活
環
境
課
1
５

８
―
２
１
１
４
へ
　

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

渋
川
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
毎

月
第
二
月
曜
日
に
時
間
を
延
長
し
て

年
金
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
毎
月
第
二
土
曜
日
に
年
金
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
八
月
第
二
週
は
毎
日
受

付
時
間
を
延
長
し
て
年
金
相
談
を
実

施
し
ま
す
。

平
成
一
七
年
八
月
・
九
月
の
日
程

は
次
の
と
お
り
で
す
。
平
日
の
昼
間

で
は
忙
し
く
相
談
で
き
な
い
方
は
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
毎
月
第
二
月
曜
日
に
年
金
相
談
の

受
付
を
午
後
七
時
ま
で
時
間
延
長

し
ま
す
。

八
月
八
日
（
月
）

九
月
一
二
日
（
月
）

○
毎
月
第
二
土
曜
日
に
年
金
相
談
を

実
施
し
ま
す
。

受
付
時
間
は
、
午
前
九
時
三
〇
分

か
ら
午
後
四
時
ま
で
で
す
。

八
月
一
三
日
（
土
）

九
月
一
〇
日
（
土
）

○
八
月
第
二
週
は
年
金
相
談
の
受
付

を
午
後
七
時
ま
で
延
長
し
ま
す
。

八
月
八
日
（
月
）
か
ら

八
月
一
二
日
（
金
）

年
金
相
談
の
時
間
延
長

と
土
曜
実
施
の
ご
案
内



将来どんな人になってほしいですか

くん（H16．８．８生）

星野祐一・えり子さん（鎌田）のお子さん

命名

輔 弓
両親が出会い、大好

きな季節の冬。そんな
両親から生まれてくれ
た子も同じように大好
きになって、両親の愛
情を感じてほしいと願
い、真夏に生まれたけ
ど、おなかにいる時か
ら呼んでいたので迷わ
ず決めました。漢字は
画数と父親の強い希望
で決めました。

自分の意志がしっか
り持てる強い心と、人
の気持ちを思いやれる
広い心を持った、大き
な人間になってほしい
です。

ふ　　ゆ

ちゃん（H16．８．13生）

梅澤信洋・知子さん（土出）のお子さん

眞 心
ま な か

将来どんな人になってほしいですか

命名
真の心を持って人に

接し、思いやりのある
優しい子になってほし
いと名付けました。「真」
よりも「眞」の字が好
きなことと、画数から
みて眞心としました。

明るく朗らかで人に
幸福を与える人になっ
てほしいです。そして
自分で努力して人生を
切り開き、目的を達成
してほしいと思います。

くん（H16．８．30生）

高橋卓也・順子さん（下平）のお子さん

賢 太
けん　 た

将来どんな人になってほしいですか

命名
お腹の中にいた時か

ら名前をつけてケンタ
と呼びかけていたのも
ありますが、賢く芯の
強い子に育ってほしい
という願いを込めてこ
の名前をつけました。

人の気持ちがわかり
思いやりのある人にな
ってほしいです。そし
ていつも笑顔のたえな
い明るい人になってほ
しいと願っています。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http：

//w
w
w
.vill.katashina.gunm

a.jp/
F
ax  0

2
7
8
（
5
8
）
2
1
1
0

広
報
「
か
た
し
な
」
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

印
刷
／
利
根
印
刷
所

編集／片品村役場むらづくり観光課　 〒378-0498 群馬県利根郡片品村大字鎌田3967-3 10278（58）2112
Eメールアドレス　kanko@vill.katashina.gunma.jp

８月20日（土）国立沼田病院

21日（日）沼田脳神経外科

27日（土）利根中央病院

28日（日）月夜野病院

９月３日（土）内田病院

７月４日（日）国立沼田病院

10日（土）沼田脳神経外科

11日（日）利根中央病院

◆休日の病院◆

12

国民健康保険税 第 ５ 期

村　県　民　税 第 ２ 期

納期は８月31日（水）です

今月の�
  納期は�
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８
／
18

夏
の
思
い
出
音
楽
祭

尾
瀬
戸
倉
ス
キ
ー
場

８
／
19

尾
瀬
サ
ミ
ッ
ト
２
０
０
５

尾
瀬
戸
倉
ス
キ
ー
場

８
／
27
・
28

Ｘ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ａ
　
Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｎ
２
０
０
５
　
丸
沼
周

辺

９
／
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８月から新しいＡＬＴの先生が着任しました。前のイ
ーバ先生同様よろしくお願いします。

Where did you come from?
出身はどこですか。
I came from the town of
Kailua in Hawaii. Kailua is on
the island of Oahu and has
very nice beaches.
ハワイのカイルアから来ました。
カイルアはオアフ島にあり、とて
も素敵な海岸があります。
What is your hobby? 趣味はなんですか。
I enjoy doing ceramics very much.
陶芸がとても好きです。
What do you think of Katashina?  What was your
first impression of Katashina?
片品についてどう思いますか。 最初の印象はどうでし
たか。
Katashina is beautiful.  The people are very
friendly and the mountains are amazing!  I am very
excited to be here.
たいへん美しいです。
住民の皆さんがとても親切です。山々が素晴らしいです。
片品に来ることができてうれしいです。
What do you want to do in Katashina?
片品でどんなことをしたいですか。
I want to make friends with everyone and learn
taiko drums.  Please say "hello" if you see me.
皆さんとお友達になりたいです。太鼓の仲間にも入りた
いと思っています。私を見かけたら「ハロー」と声をか
けてください。
What type of men do you like?
どんな男性が好きですか。
I like men who are determined and have positive
attitudes.
毅然としていて、積極的な人が好きです。




